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第４章 歌舞伎劇と広告の始まり 

歌舞伎から生まれた広告劇 

４－１ 助六の成り立ち 

 

助六劇のはじまりは、実際に起きた心中事件を元に作られた上方の歌舞伎の心中劇で

あった 1706 年の「助六紙子心中」や「京助六心中」などが元となっている。[1]iその際に

都大夫一中の浄瑠璃が流行し、「助六心中」で初めて劇場出演した時に浄瑠璃「蝉のぬけが

ら」をうたった。 

 

・鳥亭焉馬 1811 年「歌舞妓年代記」には「亓代目市川白猿曰く。都大夫一中浄瑠璃に万

屋助六心中ありて、殊の外流行けるに附て、又元禄のころ、髭の意休といえる遊客の有し

を取り入れ。花川戸の助六という男立の元吉原へ通いし事を今あげ巻に仕組て」1 

 

と記載されてあり、それが助六劇の浄瑠璃の最初の形式ともみられており、二代目団十

郎がこの浄瑠璃を聞き影響を受けて、上方の要素と筋書きを取り入れた芝居を作ったのが

現代に見る「助六劇」の始まりである。二代目市川団十郎と津打治兵衛の共同制作によっ

て 1713 年 4 月、山村座にて「花館愛護桜」が演じられたのが江戸における初演であった。

心中物から荒事の舞台へ世界観を大胆に変化させ、江戸の人々のニーズを非常に巧妙に取

り込み、さらに上方歌舞伎の強みであった和事を間にはさみ、親近感の沸くキャラクター

の設定、広告要素、曽我兄弟信仰をうまくミックスすることに成功し、その後の市川家の

繁栄を生み出したとも言える市川家の出世作ともいえよう。  

 

図 4-1亭焉馬文化８年「歌舞妓年代記」第２巻 p3より 

                                            
1鳥亭焉馬 1811 年「歌舞妓年代記」第２巻より一部抜粋

http://archive.wul.waseda.ac.jp/kosho/bunko01/bunko01_01767/bunko01_01767_0002

/bunko01_01767_0002_p0003.jpg 

 

http://archive.wul.waseda.ac.jp/kosho/bunko01/bunko01_01767/bunko01_01767_0002

/bunko01_01767_0002_p0004.jpg 

 

http://archive.wul.waseda.ac.jp/kosho/bunko01/bunko01_01767/bunko01_01767_0002/bunko01_01767_0002_p0003.jpg
http://archive.wul.waseda.ac.jp/kosho/bunko01/bunko01_01767/bunko01_01767_0002/bunko01_01767_0002_p0003.jpg
http://archive.wul.waseda.ac.jp/kosho/bunko01/bunko01_01767/bunko01_01767_0002/bunko01_01767_0002_p0004.jpg
http://archive.wul.waseda.ac.jp/kosho/bunko01/bunko01_01767/bunko01_01767_0002/bunko01_01767_0002_p0004.jpg
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４－２ 曽我物と助六 

 

初演の「花館愛護桜」では、曽我兄弟信仰の要素は加えられていなかったとされている。

二回目の助六劇、「式例和曾我」において、なぜ曽我物が助六劇に組み込まれたか。 

 

・理由の１つは、曽我兄弟の人気であろうと考えられる。初代市川團十郎によって演じ

られた曽我物の歌舞伎は多く大当たりであった。2 

 

そして二代目團十郎の初舞台も曽我物であったことであり、「兵根元曽我」の子役の始ま

りでもあり、團十郎の初演であった点でも考えられよう。3 

曽我物は市川家としても縁の深いテーマでもあったのも理由であろう。つまり、初代団十

郎が得意としていた荒事の役を守り、観客の市川家へのイメージを守ったともいえ、市川

家のブランド確立に曾我物の継承を利用したのが理由だとも考えられる。 

 

・「守貞漫稿」によれば、「古永禄中、出雲のお国を足利家より召して狂言す。この時に『曽

我狂言』を行ふこと、ある書に云へり。かぶきに曾我を行ふこと、もつとも古し。」4 

 

と記載されており、古く出雲のお国より曾我物を歌舞伎で演じることは伝統とされてい

たのも理由だと考えられる。初代団十郎が初めて荒事を演じたのは金平の浄瑠璃からとさ

れており、初代団十郎がはじめて江戸中村座で荒事を演じたのは、1673年「四天王稚立」

で坂田公時を演じた際であった。ii團十郎が演じた荒事は、江戸において町民から圧倒的に

支持された。5その時代背景としては、幕府とその配下の武士が江戸の人々の生活を圧迫し

ており、侠客が生まれ、武士と侠客の両者は激しく対立した。しかし、幕府によって侠客

は弾圧されてしまい、江戸の人々の中でのヒーローは失われた。 

 

 

                                            
2 「俳優世々の接木」 俳優堂夢遊作 p3~5 参照 

http://kateibunko.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/katei/cgi-bin/gazo.cgi?no=1063&top=3# 

 
3鳥亭焉馬 1811 年「歌舞妓年代記」第２巻ｐ２より一部引用

http://archive.wul.waseda.ac.jp/kosho/bunko01/bunko01_01767/bunko01_01767_0002/b

unko01_01767_0002_p0002.jpg 
4 「守貞満稿」校訂本として「近世風俗志 4」喜田川守貞 著 宇佐美英機 校訂 岩波書店 

巻之二十四（雑劇）江戸歌舞伎芝居 p43~45 より一部引用  
5鳥亭焉馬 1811 年「歌舞妓年代記」第２巻よりｐ３より一部引用

http://archive.wul.waseda.ac.jp/kosho/bunko01/bunko01_01767/bunko01_01767_0002/b

unko01_01767_0002_p0003.jpg 

http://kateibunko.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/katei/cgi-bin/gazo.cgi?no=1063&top=3
http://archive.wul.waseda.ac.jp/kosho/bunko01/bunko01_01767/bunko01_01767_0002/bunko01_01767_0002_p0002.jpg
http://archive.wul.waseda.ac.jp/kosho/bunko01/bunko01_01767/bunko01_01767_0002/bunko01_01767_0002_p0002.jpg
http://archive.wul.waseda.ac.jp/kosho/bunko01/bunko01_01767/bunko01_01767_0002/bunko01_01767_0002_p0003.jpg
http://archive.wul.waseda.ac.jp/kosho/bunko01/bunko01_01767/bunko01_01767_0002/bunko01_01767_0002_p0003.jpg
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しかし、歌舞伎という架空の世界で初代団十郎が江戸の代理のヒーローを演じることに

よって人々のフラストレーションを解消していったのだった。 

このような形で団十郎の荒事は、幕府の圧政によるストレスが日常生活に溢れていた江戸

の社会の中で、権力に対しレジスタンスを繰り返す江戸の人々の在り方を背景に生み出さ

れていったのであった。[4]荒事の初演にて江戸の人々から好評を得た団十郎は、1675 年 5

月の山村座で「勝関誉曽我」に出演し、曽我亓郎時致の型をつくり出した。以後団十郎は、

「古今兄弟兵曽我」「兵根元曽我」などで曽我亓郎を演ずることに成功し、荒事としての曽

我亓郎を歌舞伎の中に定着させていったのであった。6 

 

そして曽我物が取り入れられた２つ目の理由は、「助六」初演の１年後 1714 年に起きた

「江島生島事件」にあったのではないかと考えられる。iiiこの事件をきっかけに、江戸幕府

の歌舞伎役者への差別や弾圧は一度やわらいだはずであったのにも関わらず、強化されて

しまったようであった、事件当時は、「川柳江戸歌舞伎」にも関係者であった役者を皮肉っ

た川柳も多く残されており、特に島流しにあった生島は歌舞伎役者の恥と言われており、

江戸の人々からの反感は強かったようであった。身分制度や江戸の人々のニーズや評価に

敏感な二代目市川団十郎は、新たなに演じる助六物に曽我物をいれることで、幕府や人々

からの「助六劇」の再評価と歌舞伎役者の名誉を奪還をしようとしたのだと考えられる。7 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                            
6鳥亭焉馬文化８年「歌舞妓年代記」第 1 巻 p15参照

http://archive.wul.waseda.ac.jp/kosho/bunko01/bunko01_01767/bunko01_01767_0001/

bunko01_01767_0001_p0015.jpg 
6鳥亭焉馬文化８年「歌舞妓年代記」第 1巻 p21参照 

http://archive.wul.waseda.ac.jp/kosho/bunko01/bunko01_01767/bunko01_01767_0001/b

unko01_01767_0001_p0021.jpg 
7 「川柳江戸歌舞伎」1925 年西原柳雨 春陽堂 p334～349参考 

http://archive.wul.waseda.ac.jp/kosho/bunko01/bunko01_01767/bunko01_01767_0001/bunko01_01767_0001_p0015.jpg
http://archive.wul.waseda.ac.jp/kosho/bunko01/bunko01_01767/bunko01_01767_0001/bunko01_01767_0001_p0015.jpg
http://archive.wul.waseda.ac.jp/kosho/bunko01/bunko01_01767/bunko01_01767_0001/bunko01_01767_0001_p0021.jpg
http://archive.wul.waseda.ac.jp/kosho/bunko01/bunko01_01767/bunko01_01767_0001/bunko01_01767_0001_p0021.jpg
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また、始めて二代目団十郎が大当たりした舞台も曽我物の「傾城嵐曽我」であり、これを

きっかけに江戸歌舞伎の正月は三座が曽我物を上演するようになるのが多くなったのも理

由であろう。また曽我物が人気となった理由の背景の裏付けとしては歌舞伎にならんで広

告効果の大きかった浮世絵の人気、曽我兄弟信仰の相乗効果も１つとして考えられるだろ

う。なぜ、曽我物が浮世絵に取り上げられるようになったのかというと、歌舞伎において

初代団十郎の曽我物の大当たりによる影響であった。常に描く材料を探し求めていただろ

う絵師は初代団十郎の大胆で荒々しい演技に魅了され、曽我狂言を浮世絵に取り上げだし

たのだと推測できる。主に初代鳥居清元、鳥居清信、鳥居清倍の浮世絵師たちが歌舞伎に

影響を受けただろうと残された作品の描き方を見ると考えられる。8 

 

図４－２「沢村亀三郎と市川升亓郎の扇恵方曽我」鳥居清信 

図４－３ 鳥居清信「竹抜き亓郎」 

                                            
8 「俳優世々の接木」 俳優堂夢遊作 p3~5 参照 

http://kateibunko.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/katei/cgi-bin/gazo.cgi?no=1063&top=3# 

http://kateibunko.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/katei/cgi-bin/gazo.cgi?no=1063&top=5 

http://kateibunko.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/katei/cgi-bin/gazo.cgi?no=1063&top=3
http://kateibunko.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/katei/cgi-bin/gazo.cgi?no=1063&top=5
http://image.tnm.jp/image/1024/C0015333.jpg
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歌舞伎の荒事は当時の絵師の人物の描き方にも影響を与えたようであった。特に鳥居清

信の描き方は荒事の力強さを肉体の構成によって表現することを可能とした血管が浮き出

るような瓢箪足という描き方が生まれており、体の大きさ小ささの差をつけた、みみずが

きと呼ばれる表現方法と後々に言われるようになっている。結果的に歌舞伎の荒事は絵師

にもインスピレーションを与え、新たな描き方を生み出させ、浮世絵としても大変曽我物

の絵は人気になったのであろう。 

このように曽我物の浮世絵を盛んにした、初代鳥居派によって更に歌舞伎の影響力は高

くなり、浮世絵のメディア力が人々の曾我への信仰心を更に高め、初代団十郎から伝統の

相乗効果を得て、助六劇に曽我物をいれることにより、より物語に魅力がうまれたのであ

ったと考えられる。 

 

 

図４－４劇場訓蒙図絵より顔見世紋招牌並役者附配出図 巻二 p５５～５６ 巻３p69~70 
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４－3 御霊信仰の利用 

 

御霊信仰は江戸幕府の方針によって、かつてさびれていた町であった江戸を信仰によっ

て統制しようとしたため人々に広がっただろうと考えられる。幕府ができた初期より寺社

が多く作られ、寺社関係者も多く江戸に住まわせた。その結果、江戸の人々は御霊信仰を

信じており、それらの人々の霊を鎮めるための神社がたくさん作られていた。元禄のころ

上方では「盆曽我」といって七月に曽我物が上演されることまであった。iv 

 

図４－５ 劇場訓蒙図絵より曽我祭行列大踊図 巻３ ７１ ７２ 

 

図４－６ 鳥亭焉馬文化８年「歌舞妓年代記」第２巻より抜粋 

 

このことから、人々の崇拝の対象であった曽我物を心中物と荒事を織り交ぜた助六に更

に組み込むことによって「助六劇」は、庶民にとって崇拝と憧れを与える内容によりブラ

ッシュアップすることができたのだと考えられる。あえて、曽我兄弟信仰とリンクさせ、

更には、市川家の不動明王崇拝など、偶像崇拝を誘発させる劇作りと役者へのイメージ戦

略を行うことによって、庶民の芝居への足運びを盛んにするキッカケ作りとして作用した

のであろう。正月興行の１日〜３日まで「仕初式」が行われていた際、代々の市川団十郎

が座頭を務めたときは睨みの見得をおこなっていた。vvi助六劇のかなり先の話にはなるが、

自作自演による可能性もあったものの、二代目市川団十郎には、「役者の式神」という肩書

きが加えられるようになり、初代二代目と名優がうまれた市川家は「家」というブランド
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が成立し、代々の団十郎は江戸の守り神となったのであっていた。つまり江戸の人々の信

仰心をうまく利用し、宗教性を思わせるカリスマ像を形成することに成功したのが二代目

市川団十郎であったのだろう。 

 

江戸の人々の生活にも、団十郎崇拝の風潮は根付いていたとわかる記述も残されており、 

・「守貞漫稿」によれば、「団十郎の機関屏風、天神様云々 芝居俳優市川団十郎、およ

び菅神の像なり。菅神は、表具掛物なるべく、団十郎屏風からくりと云ふは、今世もこれ

に似たるものあり。必定、これなるべし。」9 

 

このように団十郎崇拝を行うことによって、不動や曾我兄弟への崇拝など意識させ、災害

や病気が不安であった江戸の人々は不安をとりのぞき、江戸のヒーローであった団十郎に

思いを馳せただろうと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                            
9 「守貞満稿」校訂本として「近世風俗志 4」喜田川守貞 著 宇佐美英機 校訂 岩波書店 

巻之二十八（遊戯）p292 より一部抜粋  
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４－4 二代目市川団十郎 

 

二代目市川団十郎は 1688～1758 年に生きた初代市川団十郎の長男である。初名は九蔵で

あり、屋号は成田屋であった。初代市川団十郎の不慮の死を経て、１７歳で襲名をした。

江戸歌舞伎の基礎と歌舞伎の繁栄のための工夫を生み出したと団十郎の功績を振り返ると

そう言えるだろう。初期は、父初代団十郎の凄惨な死に方、荒事を生み出し、大当たりを

多く生み出した背景より、周りの役者からの妬みがひどかったとされている。10初代の団十

郎が亡くなった時は他にも、初代の歌舞伎スター達が亡くなっていき、富士山の大噴火な

ど災害も発生し、不安定な世の中であって、歌舞伎の人気が消えかけていた。当時歌舞伎

はまだ伝統ある演劇ではなく新しいタイプの演劇扱いであり、実力さえあれば有名な役者

の親をもってなくとも役者として成り上がれたのであった。二代目団十郎は、父親がなく

なって半年で愛護桜を世界とする「平安
へいあん

城
じょう

都
みやこ

定
さだめ

」で襲名するも、数年は脇役や悪役に甘

んじていた。[1]  「古今役者論語魁下」では母親が嘆いたエピソードや悪役時代の悔し

さを語っている。後後にも語るほど悔しい時代をしばらく送っていたのだろう。11その悔し

さがバネとなり二代目団十郎は努力した。父が生み出した荒事の基礎を守りつつ、荒事を

父よりも多く演じることによって、父の存在を荒事の創始者として祭り上げ、市川家を伝

統とし、自らをコンテンツとしうまくブランドとして生き残るための道をつくることにも

成功したのであった。初代団十郎は、演技も優れていたが、自ら三升屋
み ま す や

兵庫
ひょうご

という名で脚

本まで書き自作・自演をやってのけるような多彩な才能の持ち主であった。12しかし二代団

十郎もまた、この才能を継承させた。荒事を更にブラッシュアップさせたのは二代目市川

団十郎の工夫のひとつであったといえよう。荒事を続けながら、上方の文化であった和事

芸を積極的に導入し、芸に幅を持たせ、江戸の人々の上方への妬みを解消し、自らのコン

プレックスも打破することに成功した。本論で語られる「助六劇」に多くその工夫が見ら

れる。更に二代目市川団十郎は荒事など家芸のブランド化に力を注ぎ、初代から継承した

「不破
ふ わ

」「鳴
なる

神
かみ

」「 暫
しばらく

」「 嫐
うわなり

」「象引
ぞうひき

」「勧進帳
かんじんちょう

」に加え、自らも「不動
ふ ど う

」「助六
すけろく

」「外郎売
ういろううり

」

「押戻
おしもどし

」「矢の根」「景
かげ

清
きよ

」「関羽
か ん う

」「七つ
な な つ

面
めん

」「毛抜
け ぬ き

」など、のちに七代目市川団十郎によっ

て家の芸として制定された「歌舞伎十八番」に含まれる荒事劇を生み出した。更に上方で

流行していた人形浄瑠璃のテイストを江戸歌舞伎に導入し、義太夫狂言への道も切り開い

                                            
10 「市川団十郎評判図会」寿亭豊丸 霞亭文庫 1800 年 p539参照 

http://kateibunko.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/katei/cgi-bin/bib.cgi?no=539 

 
11 「古今役者論語魁下」近仁斎薪翁編 1772 年 p41～p42 成田不動尊参照 

http://kateibunko.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/katei/cgi-bin/gazo.cgi?no=1003&top=41# 

 
12 「出世隅田川」初代市川団十郎作 鳥居清信画 参照（名前は記載されていない・自作自

演故） 

http://www.wul.waseda.ac.jp/kotenseki/html/he08/he08_02878/index.html 

古典籍総合データベース参照 

http://kateibunko.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/katei/cgi-bin/bib.cgi?no=539
http://kateibunko.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/katei/cgi-bin/gazo.cgi?no=1003&top=41
http://www.wul.waseda.ac.jp/kotenseki/html/he08/he08_02878/index.html
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た。そして江戸の人々の信仰心を巧妙に利用し、注目を集めたのであった。自らの出生を

初代団十郎が信仰していた成田不動尊に対する祈願によって生まれた「申し子」として伝

説化した。初代団十郎も同じく「成田山分身不動」といった成田不動尊の出開帳のタイミ

ングに合わせた自作自演のタイアップ劇を行った際、二代目団十郎の名で寄進をし、二代

目市川団十郎＝神の申し子というイメージ戦略をすでに始めていたのであった。1314 

泰平の世で、災害や病気による厄を恐れる大衆にとって、荒事は悪魔払い的な機能を持

っていたに違いない。よって不動信仰、曽我兄弟信仰と団十郎の荒事への憧れがリンクし、

庶民の幕府へのフラストレーションや信仰心など欲求を吸収し、歌舞伎を江戸に咲く花と

して見事二代目団十郎は確立させ、歌舞伎を新しい演劇から持続する伝統ある演劇へと変

え、江戸におけるコンテンツ産業を盛りたてたといえよう。「古今役者論語魁下」でも歌舞

伎役者としての在り方や隈取の手法など語っており、自らを役者という「商品」としてと

らえていたようであった。二代目団十郎は美意識も高く、助六では非常に洗練された江戸

前のファッションを披露し、江戸に流行をもたらし、得意芸であるデクラメーションで観

客を驚かせたりもし、非常に多彩であった。リズミカルでかけことばと皮肉を語ったり、

外郎売りでは自作のセリフで驚異の記憶力を披露した。当時の歌舞伎興業や役者の状況を

詳しく記載している鳥亭焉馬文化８年「歌舞妓年代記」においても多く、二代目市川団十

郎のセリフ集を記載している。その背景には苦労も絶えなかったと最初の不振ぶりを考え

れば予測できる。二代目団十郎は努力の人であり、やはり歌舞伎発展と持続のために貢献

した第一人者といえよう。 

 

 

 

 

 

 

                                            

 
14 「俳優世々の接木」 俳優堂夢遊作 p5参照 

http://kateibunko.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/katei/cgi-bin/gazo.cgi?no=1063&top=5 

 

http://kateibunko.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/katei/cgi-bin/gazo.cgi?no=1063&top=5


 

 

76 

 

図４－７鳥亭焉馬文化８年「歌舞妓年代記」第２巻より 外郎売りセリフ 

 

・このセリフでは、製造元、由来、効能を追ってすすめ、俳諧のセンスも発揮している。

このデクラメーションと記憶術の人々の驚きによる反響は非常に大きかったようで、二代

目市川団十郎のせりふ本まで多く発行されたほどであった。 

 

父から受け継いだ豊かな才能や周りに恵まれなかった時代の悔しさから生まれた努力の結

果をあらゆる方面に発揮することにより、役者の社会的地位の向上にも成功したのが二代

目団十郎であった。vii文才にもすぐれ、「父の恩」「柏筵狂句集」といった句集や、「老のた

のしみ」などの日記も書き残している。151617二代目団十郎は、俳諧にも精通しており、俳名

は才
さい

牛
ぎゅう

、三升
さんじょう

、柏
はく

筵
えん

といった俳名をもち、最初は初代団十郎を受け継ぎ才牛と名乗ってい

たが、のちに三升、柏筵と名乗ったという。二代目団十郎は、俳句や日記を亡くなるまで

書き、入集を続け、役者が俳諧を興じるという風潮を作りだした。181728 年には、「諸芸評

判 金の揮」を出版した。viii初代市川団十郎と二代目市川団十郎が主演した芝居を上演順

に並べたものであったものだが、これは版元がなく二代目団十郎によって自作自演的に作

                                            
15 「柏筵狂句集」より古典籍データベースより参照

http://www.wul.waseda.ac.jp/kotenseki/html/bunko18/bunko18_00575/index.html 

 
16鳥亭焉馬 1811 年「歌舞妓年代記」第 3巻 p9より参考 

http://archive.wul.waseda.ac.jp/kosho/bunko01/bunko01_01767/bunko01_01767_0003/b

unko01_01767_0003_p0009.jpg 
17 「父の恩」初世市川団十郎二十七回忌追善集 才牛斎三升（二代目市川団十郎） 

 古典籍データベースより参照 

http://www.wul.waseda.ac.jp/kotenseki/html/bunko18/bunko18_00204/index.html 
18鳥亭焉馬 1811 年「歌舞妓年代記」第 3巻 p10～11より参考 

http://archive.wul.waseda.ac.jp/kosho/bunko01/bunko01_01767/bunko01_01767_0003/b

unko01_01767_0003_p0010.jpg 

http://archive.wul.waseda.ac.jp/kosho/bunko01/bunko01_01767/bunko01_01767_0003/b

unko01_01767_0003_p0011.jpg 

 

 

http://www.wul.waseda.ac.jp/kotenseki/html/bunko18/bunko18_00575/index.html
http://archive.wul.waseda.ac.jp/kosho/bunko01/bunko01_01767/bunko01_01767_0003/bunko01_01767_0003_p0009.jpg
http://archive.wul.waseda.ac.jp/kosho/bunko01/bunko01_01767/bunko01_01767_0003/bunko01_01767_0003_p0009.jpg
http://www.wul.waseda.ac.jp/kotenseki/html/bunko18/bunko18_00204/index.html
http://archive.wul.waseda.ac.jp/kosho/bunko01/bunko01_01767/bunko01_01767_0003/bunko01_01767_0003_p0010.jpg
http://archive.wul.waseda.ac.jp/kosho/bunko01/bunko01_01767/bunko01_01767_0003/bunko01_01767_0003_p0010.jpg
http://archive.wul.waseda.ac.jp/kosho/bunko01/bunko01_01767/bunko01_01767_0003/bunko01_01767_0003_p0011.jpg
http://archive.wul.waseda.ac.jp/kosho/bunko01/bunko01_01767/bunko01_01767_0003/bunko01_01767_0003_p0011.jpg
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られた本だと言われている。江戸庶民が喜ぶような芝居のみどころを絵にしており、 

 

・「二代目団十郎が初舞台をふんだときから十数年のうちに日本はいうにおよばず、遠い

島々や中国にまで団十郎の名がひろまっているのは妙なことだ」 

・「役者の氏神」19 

とほめたおしており、父同様に戦略的に出版業界と手を組み市川家の伝統化と偶像化に

力を入れていたのであろうと考えられる。2021 

偶像崇拝は商業チャンスであり、役者としての権威とブランド化に訳に立つと戦略的に役

者活動を行っていた二代目団十郎がいたからこそ、元禄において歌舞伎は最盛期を迎えた

のだろうとも考えられよう。 

 

 

図４－８ 「諸芸評判 金の揮」 

 

 

 

 

 

 

 

                                            
19 1728 年「「諸芸評判 金の揮」近藤清春参照 

http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2533046?contentNo=1 

 
20 「古今役者論語魁下」近仁斎薪翁編 1772 年 p41～p42 成田不動尊参照 

http://kateibunko.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/katei/cgi-bin/gazo.cgi?no=1003&top=41# 

 
21 「川柳江戸歌舞伎」1925 年西原柳雨 春陽堂 p362～380より市川団十郎 参考 

http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2533046?contentNo=1
http://kateibunko.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/katei/cgi-bin/gazo.cgi?no=1003&top=41
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その２年後の 1730年にも二代目市川団十郎の句作集「父の恩」が刊行された。ix 

 図４－9「父の恩」 

しかし、市川側で出版が続いたのには、二代目団十郎の歌舞伎興行の不振による絶不調

状態からの打破として出版されたのではとも言われており、不調であった時期に俳諧に興

じた間で生み出した俳人の人脈を生かし出版をし、配り本として利潤の追求がないにも関

わらず豪華本として出版をした。この裏側にはやはり市川家のブランド確立目的の出版で

あったと考えられる。舞台の絵などを掲載した歌舞伎ファンであれば非常に喜ぶ内容とな

っており、非常にしたたかであった。二代目団十郎は浮世絵や商業媒体といった当時にお

ける情報媒体を動かすという戦略を持って、歌舞伎を盛り上げていったのだろう。助六に

おいても、後に詳しく記述するが、吉原や他の商業産業とのかかわりを持って成功を収め

た。このように他分野の文化人とも交流があり、役者と贔屓の関係作り、横のつながり、

縦のつながり、人のつながりを大事にしたことで大発展を果たしたといえる歌舞伎役者で

あったといえる。 
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最後に、庶民から絶大な人気を博していた二代目団十郎は「古今役者論語魁」にてこのよ

うな興味深い言葉を残している。[4] 22 

 

・「役者はたいそうなるが第一なり。いまだ出世まえ、若き姿付悪ければ、下手の上に下

手と見えるなり。結構なる姿にて歩けば、下手にてもどこやらよし。舞台顔よりも地顔は

皆悪しきものなれば、随分人々に見られぬようにして、舞台にて日本中の人々に見せべし。

役者は心遣いが家業なれば、内へ帰り、相応のたのしみをして他へ出ぬが養生の第一。」23 

 

と記述されている。つまり、日頃から役者は人気がなくても美しくいるべきであって、

普段の顔が美しくなければ、人に見せないようにしたほうがよく、舞台上で日本中の人か

ら注目を浴びるようにしたらよいとしている。役者は心を大切にすることが仕事であり、

家の伝統であるからこそ、内ではある程度楽しみつつ、外では派手に遊ばないのが役者と

しての養生として第一であるといっており、また役者は人々から演技で楽しんでもらうた

めの商品みたいなものなので、普段からやはり美しくしているのがよくて、若いうちは頭

巾、中年よりは覆面頭巾、年をとったら、駕篭というのがよく、見た目を大事にするのは

贅沢ではなく、役者として普段から人気を取るためにするのである。といっている、根付

に布団をつけてみせるとそれだけで豪華にみえるのと同じことであって、日常生活から役

者らしく美しくあるのは、全て興行主への奉公なのであると言っている。つまり、役者は

肉体が商品であり、格好良さを売りに生きる商売だからこそ、日常から美しく、奢らなく

てはやってられないといっているのであった。こういった役者としてのプロ精神を持って

いたからこそ、歌舞伎のストーリー中に巧妙に商品広告を織り交ぜた劇などあらゆる工夫

ができたのだと考えることができよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                            
22「古今役者論語魁下」近仁斎薪翁編 1772 年ｐ33～46 参照  

http://kateibunko.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/katei/cgi-bin/gazo.cgi?no=1003&top=1# 

 
23「古今役者論語魁下」近仁斎薪翁編 1772 年 p41 一部引用 

http://kateibunko.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/katei/cgi-bin/gazo.cgi?no=1003&top=41# 

http://kateibunko.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/katei/cgi-bin/gazo.cgi?no=1003&top=1
http://kateibunko.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/katei/cgi-bin/gazo.cgi?no=1003&top=41


 

 

80 

４－５ 二代目團十郎の「助六」における工夫と発展 

 

二代目市川団十郎は、助六劇において３つのコンプレックス 

・父から引き継がれた上方歌舞伎へのコンプレックス父 

・親初代市川団十郎の存在のプレッシャー 

・身分制度からくるコンプレックス 

これらの打破をもって、新たな歌舞伎劇の手法を編み出した。 

 

まず上方歌舞伎へのコンプレックスを打破するために、荒事中心であった市川家の演技に

和事の要素であったやつし事や濡れ事を導入し、荒事の世界のなかに愛護桜の世界は入っ

ている、上方の心中物を織り交ぜた作品「花館愛護桜」を作り上げた。室町時代までは京

都が中心であった公家文化が発展していたが、次第に武士が力をもっていた背景が上方の

土地にはあった。そこで京都の貴族の関心は政治ではなく女性へ向かい、大阪では新興勢

力の商人が発展したためか、京都の貴族文化と大坂の財力がリンクすることによって、上

方に遊郭を巡る恋愛至上主義の劇が成立し、流行していた。このような歴史的背景はかつ

ては文化的にブラウンフィールドであった江戸にはなく、江戸の人々も団十郎と同じく、

上方の麗しく教養の高い貴族文化にあこがれていたり、妬んでいただろうと考えられる。

つまり、上方へのコンプレックス打破を願うニーズが江戸の人々と二代目団十郎の間で合

致したのであったと考えられる。 
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そこでこのような工夫を二代目団十郎は行ったのであろう。助六劇の主人公助六の衣装に

登場する紫色の鉢巻は二つの意味がこめられているだろうと定義すると、まず鉢巻を締め

る意味は喧嘩する役であるからという意味があると言われており、そして、なぜ紫色が使

用されたかというと、３章でも取り上げた話題ではあるが、江戸において紫色は高貴な色

とされ、庶民は使用しないように 1643 年に禁令まででていた。しかし実際は「偽紫」など

という名前をつかい庶民も紫色を使用していた。団十郎が使用していた紫は「江戸紫」で

ある。x24この鉢巻を利用したことによる江戸の人々の反響は長く続いたようであった。 

「川柳江戸歌舞伎」1925 年西原柳雨にはいくつか川柳が残されている。 

 

・「助六は江戸一番の頭痛持」（保） 

・「揚巻を鉢巻で買ふ江戸の張り」（化） 

・「鉢巻をせぬと助六太神楽」（明） 

・「江戸紫は助六と文四郎」（政） 

 

とあり、蛇の目傘をさし、河東節で現れる鉢巻を常につけている助六を頭痛持ちと皮肉っ

たり、たたえたりと助六が江戸紫の鉢巻を巻いた反響は大きかったと考えられる。25 

 

図４－１０ 「大黒市川団十郎」 

この図で助六が巻いている鉢巻の色が江戸紫と言われる。青みが深いのが特徴。 

 

 

 

 

江戸紫は京紫に対する配色として名付けられたものである。この紫色の鉢巻を使用するこ

                                            
24 「川柳江戸名物」西原柳雨 1926年 春陽堂 p277 江戸紫 参考 

 
25 「川柳江戸歌舞伎」1925年西原柳雨 春陽堂 p131～132一部引用、参考 
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とによって、江戸幕府の庶民に対する圧政に対するレジスタンスと京に対するレジスタン

スを同時にやってのけたのであろう。また二代目市川団十郎から使用しはじめた「蛇の目

傘」は江戸で流行しこのような歌が残されている。 

 

・「川柳江戸名物」より「きついこと蛇の目の奥に河東節」（化）26 

・「川柳江戸歌舞伎」からは「蛇の目傘さす助六も出はかとう」（政）27 

           

「江戸流行細見」にも掲載されているが、市川家が使用することを伝統としている浄瑠璃

の河東節と蛇の目のきついことを、助六≒市川団十郎をにおわせるような川柳を残し、市

川家のプライドの高さを言い表す川柳も残されている。 

初代市川団十郎が成し遂げれなかった、上方の歌舞伎のやわらかな要素を取り入れた劇を

行うことにより、二代目団十郎は父からのプレッシャーと上方へのコンプレックスを同時

に打破し、結果として芸の幅を広げ、そして二回目の助六物は初演から３年後に行われた

「式例和曽我」にて曽我信仰を導入し、さらに助六の世界を拡大し、人々のニーズをくみ

取り、江戸の人々の期待に直観的にこたえるような衣装、物語展開、伝統継承、江戸の人々

の信仰心をあおる工夫によって更に助六劇の発展と、市川家の発展、そして助六劇に関連

があった対象を盛りたてただろうと考えられる。これらの工夫は江戸の歌舞伎が商業演劇

として江戸の土壌で独自に持続性を持って継続されていくためのアイディアとしても役立

てられたのは間違いないだろう。しかし二代目市川団十郎の工夫はこれだけでなく、更に

庶民目線での作劇アイディアを取りこんだのであった。それが助六劇に商品広告を織り交

ぜるという表現であった。これこそが、商業的成功にもつながり、より一層、市川家のブ

ランディングを成功に導くきっかけ作りにもなり、他商業と歌舞伎のつながりを密接にし、

江戸の総合エンターティンメントである歌舞伎として発展させたきっかけとなったのであ

ろうと考えられる。 [4] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                            
26 「川柳江戸名物」西原柳雨 1926 年春陽堂  p73より一部引用・参考 
27「川柳江戸歌舞伎」1925 年西原柳雨 春陽堂 p131一部引用、参考 
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4－6 助六の舞台と広告効果  

 

ここから更に詳しく助六劇にみる広告的な効果について詳しく見ていく。助六の舞台で

は最初の公演「花館愛護桜」から、今日の形式の助六劇になるまで登場キャラクターが当

時の流行や出来事、時代のニーズに合わせ巧妙に広告されていると見受けられる点が多く

あるのだ。まずは登場キャラクターから見ていく。歌舞伎は、～物、～事といって物語の

種類の形式があるため、形式の演劇とも言われており、役柄も歌舞伎の中の形式の一つで

あった。江戸時代は性別・年齢・身分・階級・職業によって言葉遣いも衣装も髪型も違っ

た。その時代背景を踏まえ歌舞伎の演出においても、性別・年齢・身分・階級・職業など

によって出る特徴をひとまとめにして表現したのであった。「助六」は役柄の見本のような

作品であった。ストーリーが複雑である分、このようなわかりやすい配役をすることによ

って、庶民が見て楽しめる劇作りを劇作する際に二代目市川団十郎は留意したのだろうか。

配役は以下のとおりとなっている。28 

・立役 男伊達・助六  

・敵役 意休  

・三枚目敵 朝顔せんぺい  

・立女形 三浦屋の遊女達、揚巻 

・若女形 喜世川（後の白玉） 

・老女形 満江
まんこう

 

・二枚目 白酒売り  

・その他 うどん・そばと市川屋（後の福山のかつぎ）[1]  [29] 

 助六も男伊達であるが、髭の意休も、はんぺら門兵衛も男伊達であった。江戸時代におけ

る男伊達である侠客の喧嘩は江戸の華というイメージがあり、人々の憧れであり、ヒーロ

ーの象徴であったのは言うまでもない。幕府によって弾圧されたヒーローであったが、歌

舞伎の作りだす架空の世界観をもってこのヒーロー像は持続していた。それは、圧政を行

う幕府に対するレジスタンスの精神から生まれたようなものであったが、江戸の人々が求

めている日常生活のフラストレーション解消の要素と人々が求めていたヒーローを物語に

取り込んだのが「助六劇」であった。つまり二代目市川団十郎は助六劇のおかげで江戸前

の歌舞伎は、人々の心理やニーズを読み、江戸の人々が知りたがっていた上方の心中物の

物語の要素を取り入れ、荒事と和事をミックスさせることによって、江戸の人々の在り方

を提示し、ファッション、食べ物など多方面に影響を与えることができる江戸のエンター

ティンメントである歌舞伎へと発展させることができたのだと考えられるだろう。また悪

態・名乗り・デクラメーション・エロキュレーションが助六劇には多く、歌舞伎自体が出

雲の阿国のかぶき踊りより、祝祭性と祭儀性が強かったが、悪口・名乗りなどの長台詞は、

                                            
2828 「川柳江戸歌舞伎」1925 年西原柳雨 春陽堂 p131～135参考 
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悪気を払う呪術的な意味を持っていた。前の段落でもふれたが、二代目市川団十郎はせり

ふ本が多く出版されるほどに、台詞回しがうまい役者と評されていた。日本には悪口祭り、

悪態祭というのもあり、歌舞伎におけるデクラメーション・エロキュレーションは舞台に

おける表現として重要であった。xi舞台上で大暴れし、喧嘩をする様子を庶民が見ることに

よって日常のフラストレーションの解消と満足感を与える要素となっていたのではないだ

ろうか。引き続き更に詳しく考察していこう。 
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江戸期における歌舞伎興行×商品のタイアップモデル 

江   戸  三   座 

江戸の庶民（聴衆） 

薬屋、病院 吉原 パトロン 

飲食店 絵師 

歌舞伎 

・ストーリー性（和事、荒事、世話物、義太夫狂言、心中物） 

・社会性（事件、政治批判、災害復興、ゴシップ、身分制度） 

・流行性（ファッション、音楽、言葉、飲食） 

・商品（化粧、薬、飲食物、吉原、お菓子、着物柄、キャラクターグッズ） 

・メッセージ性（勧善懲悪、助け合いの精神、正義のヒーロー） 

・タレント（女形、二枚目、敵役、立方、三枚目） 

・宗教性 

・心理性（憧れ、感動、悲しい、楽しい、スッキリ、ワクワク） 

 

役者、戯作者 

庶民は歌舞伎の受け取り

手であり、歌舞伎を創作す

るための情報源である。 
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4－7 キャラクターを活用する手法 

 

4-7-1 白酒売り 

 

助六劇の広告的表現を考察するにあたり、まずはキャラクターからを活用していく流れ

から見ていくことにする。現代ではキャラクターを使用してマーケティングを行う方法は、

よく見かけられるものであるが、劇のストーリー内に組み込まれる方法は「助六」が初め

てだろう。「白酒売り」は江戸中の当時の流行販売であった。 

「守貞漫稿」からは「白酒売、春と専らとす、又此買の荷所必ず山川「路上に売る白酒

は小児の食用を専らとするのみ」と記載されており、江戸中で「山川白酒」・「富士白酒」

とふれ歩き、白酒売りは好評であった。 29 

 

図４－１１ 

「江戸名所図会」より豊島屋 と書かれてあり、いかに江戸で人気の商品であったががよく

わかる絵である。 

・「江戸名物狂詩選」方外道人 1836 年では 

「豊島屋白酒 白酒高名高島屋 気強色薄一家風 人々買欲多買難 売始売」 

「人々欲レ買多難レ買 売始売終半日中」30 

と記載されている。 

                                            
29 「守貞満稿」現代訳本として「守貞満稿」巻之六 生業下 p296 より一部引用 

校訂本「近世風俗志２」喜田川守貞 著 宇佐美英機 校訂 岩波書店 1999年 

「川柳江戸名物」西原柳雨 1926 年 春陽堂 p119 参照 

 
30 「江戸名物狂詩選」方外道人 1836年「デジタルアーカイブスより一部引用 

http://books.google.co.jp/books?id=JSvjYRDGZFQC&printsec=frontcover&hl=ja&sour

ce=gbs_ge_summary_r&cad=0#v=onepage&q&f=false 

 

http://books.google.co.jp/books?id=JSvjYRDGZFQC&printsec=frontcover&hl=ja&source=gbs_ge_summary_r&cad=0#v=onepage&q&f=false
http://books.google.co.jp/books?id=JSvjYRDGZFQC&printsec=frontcover&hl=ja&source=gbs_ge_summary_r&cad=0#v=onepage&q&f=false
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以上の記載から、それほど人気の商品であったということがここからわかり、助六劇でタ

イアップされた後も人気であり続けただろうことは、江戸の生活・風俗をまとめた江戸総

集編である、守貞謾稿にも記載されている点から明らかであろう。舞台絵から役者絵も助

六においては多く出版されている。首絵といった手法の浮世絵が多く助六にまつわる浮世

絵が現存している。同じ「岩五半四郎」の首絵から商品タイアップであるが、絵によって

「山川の白酒」「富士の白酒」と異なる場合があり、舞台がタイアップする白酒によって、

衣装も、そのあと販売される役者絵も事なったのではないかと推測できる。 
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4-7-2「うどん」と市川家 

 

登場キャラクターにでてくる饂飩の市川屋にも広告的表現が導入されている。 

 

・ 「耽奇漫録」1849 年のけんどん争いでは「二代目市川團十郎がはじめたりとしたりと

いふ助六の歌舞伎狂言は～略～此狂言に助六がくはんぺら門兵衛の頭にうちかくものは饂

飩なり、是も今の世に初てする狂言ならば、必ずぶっかけ蕎麦なるべし、然もうどんにて

今も此狂言にその形追れてすなるは・・・・」と記載されている。31 

 

つまり当時蕎麦が主流であった江戸歌舞伎の初演の狂言でなぜ「うどん」を出していて、

それを今も続けているのかという文章がかいてある。うどん屋と市川家の間で実際に金銭

的なやり取りがあったかの文献は残されていないが、市川屋の饂飩を意図的にタイアップ

して劇にいれた意図がみえてくる。市川屋のうどんは江戸のうどんの名代であった。７代

目市川團十郎が演じた時代の助六からは現代でもおなじみの「福山のかつぎ」となった。

福山のそば屋も実在していた。これに関しては、4－8章にて後々に触れる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                            
31 「耽奇漫録・十二集」吉川弘文館 1849 年「大名けんどん」より一部引用 
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4-7-3 朝顔せんぺい＝朝顔せん餅  

 

登場キャラクターにでてくる朝顔仙平においては朝顔仙平の仙平は「煎餅」のもじり、

朝顔煎餅という商品が実際に存在し、歌舞伎で実在の商品を劇中に登場したのであった。 

朝顔煎餅は元禄（1688～1704年）の江戸名物で、京橋北八丁堀の藤屋清左衛門の創製朝

顔仙平は朝顔煎餅からの名であった。せりふの中に「青二歳め、三歳野郎め、仔細らしい

やつだ。およそ親分に刃向かう奴は覚えがねえ。この上はこの奴が料簡ならぬ。おれが名

を聞いて閻魔の小遣い帳にくっつけろ。ことも愚かやこの糸鬢は、砂糖煎餅が孫、薄雪煎

餅はあらが姉、木の葉煎餅とはゆきあい兄弟。塩煎餅が親分に、朝顔仙平という色奴様だ」

32といった、煎餅尽しのセリフもあり、煎餅の広告効果を狙っていたことはいうまでもない

だろう。33 

 

4-7-4 助六劇にみるプロダクトプレースメント 

 

このようにキャラクターと商品を織り交ぜて広告することは、注目度や好感度をあげる

ことにつながっただろう。助六においては、元々より人気商品であった白酒にちなんだキ

ャラクターを登場させることで観客に親近感や好感を与えるために作用しただろうと考え

られる。そして和事と荒事をミックスさせた新しい劇であった助六劇にとって、柔軟剤と

しても役割も果たしただろう。当時は、商標や意匠としての保護も必要なく、二次利用や

ライセンシングも簡単にできた。庶民から既知の商品をストーリーに組み込むことは、認

知度拡大と定着に貢献しただろう。作品の中に特定の商品を意図的に登場させるプロダク

トプレースメントをこの時代より行っていたことを知ることができるのだ。物語の中で役

者が使っていたあの商品という形で商品も再ブランド化することができ、同時に役者もブ

ランド化することに成功したのは今日までの助六の公演にもこの表現が残っていることか

らも考えられる。このように本編連動型でキャラクターを利用した広告が登場することに

よって、あたかもこの商品が必要であり、皆がもっているものではないかと庶民は感じ取

ってしまうだろうという心理をついた表現は今日見かけられる映画やドラマにみるタイア

ップスキームにも多く存在しており、二代目市川団十郎は「愛護花館桜」の後も、「外郎売」

や「寿の字越後屋」といったタイトルからして直感的にタイアップ劇だとわかるような劇

も行っており、まさしく助六劇はプロダクトプレースメントを成功させた劇の先駆けと言

えるだろう。プロダクトプレースメントは、その後ハリウッド映画が今日のビジネスモデ

ルとして発展させたが、江戸にすでにこの雛型がうまれていたことは、注目すべき点であ

                                            
32「歌舞伎名作撰 助六由縁江戸桜」DVD2002 年 1月歌舞伎座にての台詞より引用、言い回し

はことなれど、煎餅尽くしのせりふは変更はない。 
33 大日本国語辞典、朝顔煎餅の欄に朝顔仙平について記載あり 
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る。 

4-7-5 助六劇にみるブランドインテグレーション 

 

今日の助六劇にも見る、舞台左右に書かれた「新吉原 竹村伊勢」の文字、竹村伊勢とい

うのは有名なお菓子屋さんで、お饅頭を蒸かす蒸籠を積み上げ、そこにお店の名前が書か

れている景色を舞台装置にしていた。 

・「吉原は竹の中から月が出る」（化）34 

 

といった川柳もあるほどで、この竹村伊勢という和菓子屋は、新吉原にあった最中のル

ーツとなる店である。xii「竹村伊勢は新吉原仲の町、江戸町二丁目への曲がり角にあって、

1707 年には万屋太郎兵衛といい、巻煎餅を売り出して評判になった。助六の台詞にも「店

先へ煙草を蒸籠のように積んで置いた。」とこの「竹村伊勢」から来たといえよう。 

物語の展開に、絶妙にタイアップ商品を利用していることがここでもわかる。また第三

回目に二代目市川団十郎が演じた助六劇「男文字曾我物語」では、舞台の花道一面に造花

で桜の盛り、花道がこのときできたことによって、舞台と客席が一致した。舞台の吉原が、

現在の吉原に続き、舞台を見れば吉原に憧れ、吉原にいけば舞台に憧れる・・・といった

吉原と歌舞伎の相乗効果が発揮されたと考えられる。[1]吉原の町並みの景色を舞台上に作

り上げ、当時上野か浅草にしか花見がなかった桜への憧れや吉原への憧れをリンクさせ観

客の心理をつき、強烈に吉原のタイアップ効果につながったのではないかと考えられる。

このように商品や物語に登場する場所の使用が必然性、重要性を持つ広告的要素を意図的

に組み込んでいた点からブランドインテグレーションを使用していたのではないかと考え

られる。この商品・場所がなければ物語が成立しないようなつくりになっており、劇を見

た人々は肯定的に商品と場所を見ることができただろう。話題性を作ることもでき、作品

自体のブランドイメージの上昇にも、商品自体のブランドイメージ向上にもつながったと

考えられるだろう。そしてこのような新しい試みを行うことによって、ひとつの歌舞伎の

劇として後世に残る可能性なども考えたかもしれない。古来より根付いている神話や民話

の中には、主人公が他者と違った力を発揮するために、「魔法のアイテム」を使用するよう

に二代目市川団十郎もある種、魔法的な要素として商品と物語のタイアップに今後の歌舞

伎の繁栄と自らの役者生命をかけたのだろうと推測できる。35 

 

 

 

                                            
34 「川柳江戸名物」西原柳雨 1926 年春陽堂  p38より一部引用 
35 「江戸名物狂詩選」方外道人 1836年「デジタルアーカイブスより一部引用 

http://books.google.co.jp/books?id=JSvjYRDGZFQC&printsec=frontcover&hl=ja&sour

ce=gbs_ge_summary_r&cad=0#v=onepage&q&f=false 

http://books.google.co.jp/books?id=JSvjYRDGZFQC&printsec=frontcover&hl=ja&source=gbs_ge_summary_r&cad=0#v=onepage&q&f=false
http://books.google.co.jp/books?id=JSvjYRDGZFQC&printsec=frontcover&hl=ja&source=gbs_ge_summary_r&cad=0#v=onepage&q&f=false
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4-7-6 庶民目線であること  

 

・鳥亭焉馬 1811 年「歌舞妓年代記」には「亓代目市川白猿曰く。都大夫一中浄瑠璃に万

屋助六心中ありて、殊の外流行けるに附て、又元禄のころ、髭の意休といえる遊客の有し

を取り入れ。花川戸の助六という男立の元吉原へ通いし事を今あげ巻に仕組て」36 

 

と記載されてある。元々上方の心中劇であった、助六になぜ意休が入ったか。二代目市

川団十郎は、敵役であった｢髭の意休｣に当時、部落差別を行っていた長吏頭弾左衛門をモ

デルにしたのではないかといわれている。裁判の結果「勝扇子」を家宝とするほど、二代

目団十郎は喜んだとされているが、今までの身分差別のうっ憤を意休にあてつけたようで

ある。意休を「乞食の閻魔さまめ」と悪態をついたり、意休の子分であるかんぺら門兵衛

にうどんをぶっかけて「お精進かは知らないが」と挑発する場面もある。[26]１章より考

察しているが、初代市川団十郎や二代目市川団十郎の身分へのレジスタンスの姿をみるに、

江戸時代の歌舞伎の世界での身分の差別の状況は江戸の社会問題であったと言っていいだ

ろう。そういった身分制度におけるレジスタンスや上方に対してのコンプレックスが江戸

歌舞伎の大きな発展と広告的表現など、表現やメディアの媒体として確立していくための

起爆剤であったと考えることはできるのではないだろうか。 

助六が江戸で大人気となった裏に、上方で和事を主にした歌舞伎が流行していたが、江

戸の人々も江戸の歌舞伎役者も同じく上方の優雅な文化に憧れる背景もあり、江戸の土壌

にはなかった上方の文化に対するコンプレックスを抱いていた。二代目団十郎は部落差別

の圧力をかける幕府に対する町民の怒りや自身の怒りもを作品にぶつけたのだろう。キャ

ラクターや舞台装置にまで広告的表現を数多く織り込み、過剰なまでに広告的表現を取り

こむことが可能であったのも、商業演劇として成長し、歌舞伎役者としての身分を江戸に

残し、ブランド化させるためであり、二代目市川団十郎なりのあらゆるレジスタンスの表

れであろう。他の文芸分野や上方歌舞伎においても当時、仙女香など役者や作品に広告的

表現やタイアップ商品をだすことがはやりだしていた背景より市川団十郎は広告的表現を

歌舞伎に取りこむ画期的なアイディアを生み出すにおいてインスピレーションを受けただ

ろうことが推測できる。助六劇を作成する際に二代目市川団十郎はいかに観客を引き寄せ

るか？と工夫する際に庶民の身近な憧れである吉原や、商品を取りこんだのであろう。庶

                                            
36鳥亭焉馬 1811 年「歌舞妓年代記」第２巻 p3～4より一部抜粋

http://archive.wul.waseda.ac.jp/kosho/bunko01/bunko01_01767/bunko01_01767_0002

/bunko01_01767_0002_p0003.jpg 

 

http://archive.wul.waseda.ac.jp/kosho/bunko01/bunko01_01767/bunko01_01767_0002

/bunko01_01767_0002_p0004.jpg 

 

http://archive.wul.waseda.ac.jp/kosho/bunko01/bunko01_01767/bunko01_01767_0002/bunko01_01767_0002_p0003.jpg
http://archive.wul.waseda.ac.jp/kosho/bunko01/bunko01_01767/bunko01_01767_0002/bunko01_01767_0002_p0003.jpg
http://archive.wul.waseda.ac.jp/kosho/bunko01/bunko01_01767/bunko01_01767_0002/bunko01_01767_0002_p0004.jpg
http://archive.wul.waseda.ac.jp/kosho/bunko01/bunko01_01767/bunko01_01767_0002/bunko01_01767_0002_p0004.jpg
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民の心理状態、ニーズと憧れ、二代目市川団十郎はその町民のコンプレックスの心理を巧

妙に捉えて、江戸の総合エンターティンメントであった歌舞伎に和事の要素を混ぜた作品

を作り上げたのであった。つまり二代目団十郎は人々の心理を読み解き、ニーズや人気を

取り入れる才能に非常に恵まれていたのではないか。俳優でもあり舞台をみる江戸の人々

のニーズを読み取り、劇作をし、自ら演じる部分では、自己プロデュース力も非常に優れ

ていたのではないだろうかと考えられる。それはかつて、荒事やあらゆる歌舞伎の表現を

生み出した祖ともいえる偉大な存在であった父・初代市川団十郎へのレジスタンスの結果

なのかもしれない。人はコンプレックスや何かに対するレジスタンスをする際に今までに

ない発想やモノを生み出すが、二代目市川団十郎は歌舞伎という商業演劇分野に偉大な功

績を残したといえる。歌舞伎の興行に持続性をもたせるために商業的要素を組み込んだ結

果が今日まで続いていってるといっても過言ではなく、その最初の劇となった助六におい

ても歌舞伎十八番として今でも上演が続いている。広告は文化と商業をつなげ持続させる

ための機能をもつ。この点において、助六における歌舞伎広告表現は日本における商業演

劇の在り方を生み出し、浮世絵、ファッション、食べ物とリンクしコンテンツそのものが

文化を伝える装置とすることを歌舞伎が可能としたきっかけであり、江戸における歌舞伎

のコンテンツ産業の祖であると言えるだろう。庶民目線を常に持つことが、コンテンツを

産み出すことにおいて重要なのではないかとこの助六劇の分析を通しそう考えられる。 
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４－8 現代の助六までに及ぶ広告劇・助六の発展 

 

初期助六における広告的要素を継承されたまま、市川家で代々助六は定番の劇として上

演されていったが、七代目市川団十郎によって新たに広告的要素が追加されて今日の助六

由縁江戸桜として上演されるようになった。四代・亓代・六代においては夭折した背景が

あったため七代目は市川家を盛り上げるべく、このような華美な演出にし、更にオリジナ

リティーを加えたのだろう。37また「助六」が市川家によって上演されなくとも「助六」の

人気は変わらず続いていたという背景からも市川家発の「助六」の伝統を守るべく新たに

ブラッシュアップされて作られたのだろうと考えられる。追加された広告的要素としては、

七代目団十郎の 1811年の中村座での初演において、吉原連中を男女 300 人、柿と白の手ぬ

ぐいをかぶって見物したとされ、二代目より続いていた吉原広告劇である助六を尊重した

うえで、新たな演出を加えた。これまでは、「うどんかつぎ市川屋」であったキャラクター

が、「福山のかつぎ」と変更され、「傾城喜世川」が「傾城白玉」に変更された。福山のか

つぎにおいては 

・「川柳江戸歌舞伎」西原柳雨 1925年にも 

・「福山は楽屋へ粗相かつぎ込み」（化） 

・「舞台の笑三階へ福来る」（化） 

38 

第八章楽屋にまつわる川柳にはこうある。 

・「福山はみんなもまれた人ばかり」（賽） 

・「福山はどっち贔屓もならぬ也」（明）39 

 

といった詩もあるほど贔屓が決められないほどに、市村座・中村座、芝居小屋のどちら

にとっても得意先のそば屋であった。また「傾城喜世川」お変更されたが、これにも変更

の背景があった。「傾城喜世川」は「揚巻」と共に「花屋形愛護桜」のときより登場してい

る。当時の台本は残っていないものの、「近世奇跡考」における「助六狂言考」において「あ

げまき」と「けいせいきせ川」という記録が残っている。40 

                                            
37 「俳優畸人伝 」1833 年立川焉馬二世(烏亭焉馬)作巻之一上 

http://kateibunko.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/katei/cgi-bin/gazo.cgi?no=1046&top=10 

 
38 「川柳江戸名物」西原柳雨 1926年 春陽堂 p54～55参考、引用 

 

39 「川柳江戸歌舞伎」1925 年西原柳雨 春陽堂 p196 より一部引用・参考 

 
40  「近世奇跡考」巻之六 山東京伝 1804 年 p362より一部引用 

http://kateibunko.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/katei/cgi-bin/gazo.cgi?no=1046&top=10
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つまり、舞台助六に関係する周りの贔屓所の宣伝を兼ね、歌舞伎の興行も吉原もお世話

になっているそば屋も一緒に成功しようという元来の助六劇の意図をくみ取りさらに広告

劇として拡張したのであった。 

 

 

袖の梅 

 

「助六由縁江戸桜」の台本より抜粋 

 

揚巻「是は大きな奴さんの御意見有難い。誓文酔はぬぞえ」 

お辰「子供や、その酔の冷める薬を上げ申しゃ」 

禿「サァ酔の冷める薬を太夫さん、お上がりなんし」 

揚巻「なんぢゃ、袖の梅ぢゃ、誰か袖ふれし袖の梅とは、よう詠んだ歌ぢゃなァ」 

禿「イエー、何時も呑まっしゃる袖の梅ぢゃわいなァ」 

揚巻「袖の梅とは面白い」 

～略～ 

揚巻「これこれ子供や、その様に云はぬものぢゃ、ほんに此の姿さんはよく夜店見てござ

んしたの、子供やまた袖の梅をくりや」 

～略～ 

皆々「酔ひがお冷めなんしたかえ」 

揚巻「ほんに袖の梅は奇妙な薬ぢゃ、酒の酔ひがさっぱりと冷めた、コレ次郎七殿、御苦

労ながら、一寸松屋へ往て下さんせぬか・・・」 

41 

ここで「袖の梅」の効能について、効果的にストーリーに沿って巧妙に宣伝していること

がわかる。 

袖の梅は吉原名物の薬であり、遊女が酔いを醒ますために飲んでいたとされる。 

・「川柳江戸名物」には「『袖の梅』是亦江戸時代専ら粋人通客の間に賞揚せられた酔覚ま

しの妙薬にて」42 

と記載されており、遊女や吉原に通う庶民は各自所持しているほどに必需品であったよう

だ。 

「酔いのさめる薬」というセリフを三度も繰り返し、「袖の梅」の名が亓度繰り返される。

                                                                                                                                

  「助六狂言の考」の項 

 
41 「助六所以江戸桜」守随憲治 岩波文庫 p37～40より一部抜粋 
42 「川柳江戸名物」西原柳雨 1926 年 春陽堂 p153 より参考、引用 
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つまり舞台上で、観衆に袖の梅という薬が存在していて、効能が酔いを醒ますものである

と積極的にアピールし、商品広告をしているというふうに解釈できる。反復効果を利用し

て、心理的に観衆に商品名をアピールしていたあたりいかに歌舞伎の劇作家及びに役者、

それだけでなく江戸人が広告センスがあったか理解ができる部分であり、外郎売のまくし

たてに見るようなセリフに見る商品広告の流れに類似する部分も見られ、二代目市川団十

郎が武器としていた、人と人とのつながりを重んじた広告センスを取り入れての演出を七

代目市川団十郎は行ったと解釈できるのではないだろうか。 
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4－9 物語広告としての助六 

2009 年、日本マーケティング協会が実施した「マーケティング現在・朩来アンケート」

[35]においてはマーケティング重要課題の中で、多くのマーケティングマネジャーが、広

告にいかに物語性を構築していくか、ブランドの世界観を構築していくかを意識している。

広告そのものに、ストーリー性や話題性を持たせる表現手法として助六に見られたような

「物語広告」が挙げられていくだろう。助六の本質的な広告効果としては、やはり舞台が

「吉原」であったことが言えるだろう。そ吉原というブランドを自然にストレートに、表

現ができ、物語の魅力によって吉原への誘致を促すことができたはずである。そして二代

目より今日の市川家によって代々助六物は受け継がれ、歌舞伎十八番としてシリーズ化し

たことによって、吉原に対しての江戸の人々のイメージは安定的で、魅力あるブランドイ

メージを寄与することが可能になったはずである。そして物語の中に必然性を保ちながら

あらゆる商品広告が織り交ぜられた。他の商業と歌舞伎をリンクさせた初めての劇である

助六物は、作品として安定し、人気が続いたために、更に七代目が新たに広告的要素を助

六物に組み込んだように、代々受け継がれた土台によって、新たに商品広告を組み込むこ

とも可能になったのであった。物語広告の利点をうまく利用し、一家のブランド化の成功

とともに、あらゆる商業の広告をし続けることによって、タイアップされた商業も再ブラ

ンド化に成功し、互いに物語の中に存在した商品として人々に柔らかく受け止められ、繁

栄することができたのであろう。物語広告としてこの助六劇によって、周りの商業を支え、

助六も支えられることによって、歌舞伎自体の発展も可能にすることができたと考えられ

る。話題性や、口コミ効果も江戸時代中続いただろうと考えられ、まさに歌舞伎のロング

レンジブランドを確立したきっかけであろうとも考えられる。物語広告は、同じような世

界ばかりでは飽きられてしまいがちではある。ではなぜ歌舞伎におけるこの広告劇が続い

たか。それは、同じ世界観に新たな話題や、人や物が加えられたり、演出の向上が可能で

あったことから、人々を飽きさせることがなく、広告劇として存在できたがゆえに、周囲

の商業からもサポート、つまり広告費が入っていたのではないかと考えられる。他商業と

の協力によって、互いに発展し、江戸の長い泰平の時代、歌舞伎は物語広告の恩恵を受け

てコンテンツとして持続性を保つことが可能になったのではないだろうか。つまりその先

駆けとなったのが「助六」であるのだろう。 
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４－10 商業としてみる助六劇 

商品としてのコンテンツをみたときに、コンテンツをマーケティングとしてとらえるべ

き体系化した論考が個人の芸術に対する美意識の違いの問題などがあるためなかなか存在

しないが、はじめて広告劇として発生した助六劇に、コンテンツを商品とした場合の特性

を考察してみることが、今後のコンテンツの在り方と伝統の持続性を考えていく上で必要

ではないかと考えた。歌舞伎には、「情報」「知識」「娯楽」「物語」「作品」「虚構」

の６つの側面があるだろうと考えられる。これらは複雑に絡みあってはいるが、分析を行

う。 
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助六劇に見る広告的表現をもって歌舞伎の周辺にこのような文化交換の構図が生まれたと

考えられる。 

・時代の文

脈形成 

 

・美術 

 

・装飾文化 

 

・娯楽化 

 

・シンボル 

 

・偶像崇拝 

 

・文化の持

続 

歌舞伎（情報、知識、

娯楽、物語、シリー

ズ作品、虚構） 

江戸の人々・文化

受信者（生活者、

消費者） 

商品（ファッショ

ン、食べ物、浮世

絵、吉原） 

商人・文化発信者

（版元、絵草子

屋、吉原、俳諧） 

購入と享受＝商品

への対価 

鑑賞・経験＝演技 

商品提供＝売上 

創造・提供＝尊

敬・批評・感想 
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4－10－1助六劇の情報 

 助六劇が江戸の人々に与えた情報に関して考えると、やはり演劇といったコンテンツは

有限性のある時間を消費することから娯楽性を得ることができる商品である。助六劇を見

に行くことによって、吉原の桜を舞台上に設置した助六独特の芝居空間にいくという体験

を与え、「助六」という演劇と役者、物語との接触体験を得ることができるといえる。や

はりコンテンツは時間消費をもって体験することで、記憶されていくので、他者にも語り

継ぐことができ、コンテンツ自身も持続性をもって発展していく。歌舞伎の時代において

は、本や浮世絵、川柳、ひとびとの語らいといったマルチウィンドウ効果をもって歌舞伎

作品が伝承され人から人へ広告がされていくことができたといえよう。 

4－10－2助六劇の知識 

 助六劇において江戸の人々に与えた知識を考えると、まずは曽我兄弟の人生、ファッシ

ョンと生き方、家族愛、恋愛、実在する商品に関しての知識であろう。曾我兄弟に関して

は、江戸の人々の身近に信仰がさかんにあったので当たり前の知識としても存在していた

だろうと考えられる。助六のファッション、江戸紫の鉢巻や揚巻の着物、そして吉原の遊

郭の空気、うどん屋や朝顔煎餅、白酒など実在する商品をキャラクターとタイアップして

伝えることによって、江戸のヒーロー像を親近感を持って舞台上に提供することができ、

美しい女性像を揚巻など登場キャラクターの独特な個性をもって江戸のモードである生き

方を伝達しただろうと考えられる。助六が兄の白酒売りに喧嘩の売り方を指南する場面で

は、江戸のヒーローの在り方、粋な男性像を江戸の人々にプロパガンダすることが可能で

あっただろうとも推測ができる。また、助六の母・満江が助六の横暴ぶりを止めるために

助六に紙子を着せる場面では母親を大事にする心を舞台上で伝えることもでき、揚巻と助

六の恋愛模様も見ることができ、江戸の人々における義理と人情の精神や江戸の粋、吉原

の遊女との恋愛と悪を倒す精神性、勧善懲悪の心を伝える知識がつまった演劇としても機

能しただろうと考えられる。また、袖の梅を実際に必然性を持って使用したりと、実在す

る薬の使用法を舞台上で広告しながら伝えたことも江戸の人々の知識としてインプットさ

れたことであろう。助六劇の存在そのものが江戸にとって知識であり、風俗であり、文化

発信となっただろう。43 

 

 

 

                                            
43 「助六所以江戸桜」守随憲治 岩波文庫 助六あらすじ参照 
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4－10－3助六劇の娯楽性 

 江戸における助六下戸は、競合商品ともいえた上方の心中劇の助六劇と差別化された、

荒事と和事が融合した歌舞伎作品を打ち出した。当時の江戸としては他にはない演劇とし

て成立したであろうこと、役者、市川家のアイデンティティを伝える機能をした演劇であ

ったこと、また圧政を行う江戸幕府に対してのレジスタンス要素が多く取り入れられた部

分によって、江戸の人々に多くの娯楽性を与えただろうことが考えられる。44また、二代目

市川団十郎は生涯三度の助六劇を演じたが、それぞれストーリーの改変であったり、舞台

装置の変化、キャラクター設定の変化、キャストの変化があったことからマンネリ化もふ

せぐことができ、７代目が助六劇を更にブラッシュアップするまでも、人気のままで存在

ができたのであろうと考えられる。また他商業、お菓子屋、吉原、浮世絵、本、そば（う

どん）屋などタイアップした組織が多いことによって、強い情報発信力をもっていたこと

が、連や俳諧文化などサロン階級が存在し、情報をもつことが粋としていた江戸の人々に

おいて非常に魅力的であっただろうとも考えられる。また、江戸幕府へのレジスタンスや

悪口・悪態を多く取り込んだ劇でもあり、江戸の人々は助六劇をみて日常の鬱憤を晴らす

こともでき、感情体験がしやすかっただろうと考えられる。江戸の人々のニーズをうまく

導入し物語化した、二代目団十郎の狙い通り、江戸の人々の情緒に訴える物語構成であり、

キャラクターを使用したオムニバス形式で広告要素を組み込むことによって、無理やり感

がなくコンテンツに没入しつつ、自発性があくまでもあったうえで広告的表現を受け取る

ことができるため、人々に不快感なく購買意欲を煽ることが可能でもあっただろうと考え

られる。現代でいうシュガーコーティング効果を使用することによって巧妙に商品と役者

を広告することが可能となった作品であり、商品であったとも言えよう。多くの商業戦略

がありながら心理的抵抗感をなくし、娯楽性をもった物語構成をした二代目団十郎はプロ

デューサーとしても役者としても才能が豊かであっただろうと言わざる得ないだろう。 

 

 

 

 

 

 

                                            
44 「助六所以江戸桜」守随憲治 岩波文庫 p37～40より一部抜粋 
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4－10－4助六劇の物語性 

助六劇はもともと、実際に上方で起きた心中事件をもとに作られた作品であることから、

作品ができる過程にノンフィクション性があり、世界観にアイデンティティを持っていた。

そこに荒事要素や和事要素など、役者の工夫が織り交ぜられている点に江戸の人々に、助

六という作品のブランド価値が生まれただろうと考えられる。やはりブランド価値によっ

て、役者を覚え、物語を覚えることにも繋がり、物語に入っていた商品名なども記憶され

やすくなり、広告効果としては非常に記憶のしやすさというのは重要であっただろうと考

えられる。江戸時代は、電波がなく紙媒体の保存が主であったものの、二代目市川団十郎

は俳諧や本の出版など、出版業界を利用し、自らのブランド化をうまくおこなった点から

も助六劇は一過性の劇ではなく、人々の記憶に残る物語式コンテンツであっただろう。そ

して江戸の人々は、理想的な男性像と女性像が打ち出されていた助六劇を見ることによっ

て、人々が日常ではできない願望や憧れを形にし、真似したいという気持ちや憧れを創出

し、助六劇と市川家、歌舞伎のブランド像というものが江戸の人々のなかで形成されてい

っただろうと考えられる。消費者である江戸の人々が日常に抱いていたもやもや感をすっ

きりさせ、憧れの設定、こういう生き方がした、こういう恋愛がしたい、こういう家族愛

を大事にしたい、といった行動喚起を促すことができた物語でもあったからこそ、助六劇

によって歌舞伎は大いに発展するきっかけとなったのだろうと考えられる。物語的に商品

を広告することによって、人々はキャラクターに感情移入をする。物語の流れによって広

告された商品は、キャラクターの環境、危機、成長、勝利など状況によってもイメージが

更にプラスされる。助六劇においては、大胆な行動や生き方をすることに江戸の人々は肯

定感を与えられたとも考えられ、そこに江戸っ子の粋、義理と人情の精神を誘発させ、そ

れにまつわる広告・商品にも違和感なく自己肯定させる商品として購買意欲をくすぐられ

たはずであると考えらえれる。 
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４－１０－５助六劇の作品性 

助六劇は、二代目団十郎によって生涯三度も演じられ、その後も市川家を主に演目として

続けられてきた。まさに、歌舞伎という企業の文化的資産としても、長期的な機能を果た

している作品であり、歌舞伎のファンから長年愛され続けられれてきていることが、口コ

ミを呼び、作品としての生命、商業演劇としての生命を保ち続けたと考えられる。また二

代目市川団十郎によって、荒事や初代団十郎の権威・伝統化に伴い助六劇も商業のための

演劇にすぎない芸術的価値を創出しただろうと考えられる。歌舞伎役者に対して、役者評

判記など、常に批評の目が光っていたことも作品としての人々の間での流通性を産み出す

ことにもつながっていったであろうと考えられる。助六劇の初期では、市川家の知名度向

上と歌舞伎劇の販売促進、江戸の人々への話題提供、好感度の形成、商業効果などが得ら

れたはずであるが、ずっと助六劇が続けられたことによって単なる商業劇に過ぎなくなっ

てであろう。評価の対象化、浮世絵や本など出版文化、他分野への影響、江戸の人々の生

き方・思想への影響を与えるなど江戸の文化形成に影響を与えた作品であり、歌舞伎十八

番となった面でも今や市川家の権威を表す作品になっただろうと考えられる。 

助六劇 

場面 

吉原 

浄瑠璃 

セリフ 

色彩 

人物 

商品 

江戸の人々 

物語の記憶 

助六劇のブランド像 
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４－１０－６助六劇の虚構 

やはり演劇というのは非現実世界を表す「虚構」である。助六劇に見る虚構によって、ど

のような可能性があっただろうか。まずは、普段はできない武士へのレジスタンスであり、

歌舞伎独特のド派手な衣装を着るなり、吉原の遊女との恋愛であり、憧れのかたまりであ

ったことによって、芝居小屋という演劇空間をもって、役者と江戸の人々との間に江戸幕

府に対するレジスタンス、共犯意識がうまれ、強く分かち合える環境を生み出したことが

助六劇の虚構であり、この虚構こそが、歌舞伎の発展に大きく役立っただろうと考えられ

る。また助六劇に影響を受けた浮世絵・絵本・流行など助六劇という商品にとどまらない

消費活動が生まれたこと、江戸の人々の間で舞台上にとどまらない創造的な関与が著作権

もなかった江戸時代には気軽にできたことが世界観の共有をできるきっかけになったであ

ろう。助六劇を売る側であった二代目市川団十郎と買う側であった、江戸の人々が江戸の

幕府に対するレジスタンスと上方文化へのレジスタンス、共通の精神基盤づくりができた

からこそ、助六劇というコンテンツは歌舞伎を持続性があるコンテンツへ盛り上げ、江戸

の社会の生き方に強く影響を与え、商業効果を生み出したのではないかと考える。 
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４－11 助六に関連する浮世絵にみる広告表現 

 

文化遺産（文化庁）、文化デジタルライブラリー、国立国会図書館、国立美術館、演劇博

物館より現存している助六物に関する役者絵全 445枚を分析をした。 

                  

4-11-1ツアーリストとタイアップ 

 

江戸の花名勝会 旅・店の宣伝広告にもキャラクターが使用されていた。 

 

図４－１３図４―１４「風俗花立見 東都吉原の桜」「あけ巻」「助六」  

 

 

吉原の誘致広告にも「揚巻」「助六」の二人を使用した。江戸の花名勝会の絵においても旅・

店の宣伝広告にもキャラクターが使用される。「山谷まち」「花川戸」は舞台上でも実際に

登場し、実在する場所であり、キャラクターに由来した場所と江戸の人気者である歌舞伎

のキャラクターを掲載することによって庶民の興味を引き付けたのだろうと考えられる。 
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4-11-2芝居茶屋と助六 

 

図４－１１  

 大黒天、つまり商売繁盛の象徴の神様をうっすらと背後に描いた。助六を前面に絵のタッ

チも濃く描くことによって助六≒商売繁盛の象徴とした。これは助六が広告劇の先駆けで

ある演劇における主人公であったことに由来しているだろうと推測できる。この顔が全面

に押し出された浮世絵を首絵ともいい、ブロマイドとしての機能を果たしていた。 

前の章においても紹介したが、番付本や歌舞伎本など、人気役者、物語のキャラクターに

関する本を多く出版していた。番付け本においては芝居小屋の容認のもとで出版されたた

め、庶民の歌舞伎に関する興味を高めると同時に市川家自体の宣伝や舞台自体の宣伝など

も積極的に行っていたのだろうと考えられる。 
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4-11-3江戸乃花名勝會と白酒売り 

 

 

図４－１５ 三代目歌川豊国「江戸乃花名勝會」 

「山川白酒」「白酒の名物根元はふじの吉原 元和三年大門通に御ゆるしありて始る明暦大

火より葭芦生りたる今の地に引うつりて新吉原と呼ぶ 夜さくらのけしき第一にして遊女

君たち全盛花美を尽せり 闇の夜も吉原はせり月夜かな」 「新吉原月夜桜 本調子 春

雨のはれて朧に月のさすすいな桜の 色よりもほろ酔いさめの仲の町一ふさほしき花の露」 

下左：「道中も花の江戸町すれ違ふ春の参勤冬の交代」「鴬宿園」と記載されてあり、山川

の白酒と吉原への商品案内をした広告と考えられる。この作品においては、白酒売りをえ

がきだし、助六の舞台である吉原を予感させて間接的に広告するものであっただろうと考

えらる。 
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4-12-4歌川国芳と助六 

 

図４―１６図４－１７図４－１８歌川国芳画題等 「髭ノ伊久」「三浦屋の揚巻」「助六」 

 

 

 

この３枚においては提灯に当時芝居小屋を出入りしていた「いせや」「まきや」「なりたや」

「とりたや」「みつえや」「とりたや」といった饅頭屋・弁当屋が登場している。45 

歌川国芳は、作風として大衆に喜んでもらえる絵を意識していたが、これらの絵は桜の木

が描かれた吉原の舞台ですでに江戸のヒーローとして存在していた助六に付け加え、出店

の名を描くことにより助六の世界観を描きながら、広告していたのではないかと考えられ

る。 

                                            
45 「守貞満稿」校訂本として「近世風俗志４」喜田川守貞 著 宇佐美英機 校訂 岩波書

店 巻之二十四（雑劇）歌舞伎芝居 p52～62 芝居小屋周辺地図参照 



 

 

108 

 

図４－１９ 

「世の中なんでもあんばいよし」助六の登場人物に「あんばいよし」と書いたものをもた

せる。嘉永３年３月中村座「助六廓の花見時」の大評判大当りと米饅頭、大和団子、外郎

などをかけたものかと考えられる。大当たり商品と簡単に一緒に描けるのは、助六物の舞

台自体が商品広告劇の要素が非常に強い演劇であったからこそ、このような絵を描くこと

が可能であったのだろうと推測できるのだ。 
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図４－２０歌川国芳「御慰子供助六狂言之図」  

 

  子供向けの病院広告にも使用された「助六」の江戸のヒーロー像をみることができる。、

主に寺子屋などで配布された絵作品である。この絵では曽我兄弟である、助六と白酒売り

のみが描かれているが、この二人のみ描いた理由としては、江戸のヒーロー像としての一

面もありながら彼らも人の子であるということの象徴でもあるのではないかと考えられる

のであった。 

 

つまり歌舞伎という舞台のメディアを通した、広告効果を狙った演出も「助六」には見受

けられたが、その先の浮世絵にわたってもその広告は続いており、歌舞伎役者本人が浮世

絵の広告媒体の顔になるのではなく、歌舞伎舞台上のキャラクターとして浮世絵に描かれ

ることで、「歌舞伎の舞台」が広告効果の機能をなしていたのだと考えられる。医療や、ほ

かの商業施設においても、「歌舞伎の舞台」のキャラクターが江戸のヒーロー像として宣伝

効果を生み出すアイコンになっていたとわかった。 
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４－13 まとめ 

 

二代目市川団十郎の工夫によって、助六は江戸っ子のイメージを作り上げ、広告劇をと

りいれた歌舞伎舞台の先駆けとなったと考えられよう。吉原に実在した三浦屋が舞台とす

ることで、吉原を広告することによって、助六物は広告的要素をおおいにとりいれた劇の

先駆けとなったのだ。これは現代の舞台でもこの形式は変わってはいないのである。最初

の助六劇があった翌々年 1715年には本町二丁目の「寿の字越後屋」という呉服屋のために

広告劇を演じたことからも、助六が最初の広告劇として庶民の注目を浴びたのは明らかで

ある。その時の衣装に「寿の字模様」を着たため、この広告は大当たりの影響を得て大々

的に広告が可能となったのであった。二代目市川団十郎に歌舞伎とのタイアップを頼んだ

寿の字越後屋は、花色の暖簾に寿を出したり、安売りの引き札をだし、各戸に配布したり

と印刷広告などを利用して広告に熱心な店であった。よって人が多く集まる歌舞伎を利用

した広告アピールを頼むのも納得できるのである。今までのように助六と商品広告が抱き

合わせとなったあらゆる形での広告はいくつか登場してきたが、狂言の話題作りのために

商品を開発したクリエイティブな役者も存在した。登場キャラクターである、朝顔煎餅、

白酒売り、三浦屋の揚巻、喜世川、うどんや市川屋がそれぞれ広告されながらストーリー

展開していくこの助六は、吉原遊郭を舞台にした江戸の名物を集めた総合広告劇と言えよ

う。そして二代目市川団十郎は己のコンプレックスと江戸のコンプレックス両者を解消す

るかのごとく江戸の「荒事」の土壌に上方の「和事」のテイストを吸収し、そして七代目

市川団十郎はこの精神を更に「歌舞伎」にまつわる「連」のつながりを大事にし、広告劇

として発展させた。商業演劇として歌舞伎が持続性を持って継続されていくためのアイデ

ィアとレジスタンスの精神をもって歌舞伎の世界を盛り上げるべく舞台上における画期的

マネジメント方法を編み出したのだといえよう。歌舞伎役者は、江戸の人々（庶民、吉原、

他商業、版元）のニーズを飲み込み、「歌舞伎」と世界観が一体化させるようにし、常に楽

しませる努力をしたことによって、歌舞伎を江戸における持続可能な一大コンテンツ産業

として成長させたのだと考えられよう。 

 

 

                                            
i 1653 年、京の商家・万屋の若旦那・助六と島原の遊女・総角

あげまき

が心中した。万屋の主人は

息子が島原の遊女に入れ揚げている事に立腹し、縁切金を渡して勘当した。助六はこの金

で総角を身請けし、そのまま大坂まで行って千日寺で心中をしたというものであった。当

時、この事件は世間で大きな話題となり、上方ではこの事件を脚色した芝居や浄瑠璃が次々

と作られた。1706年 11月、京にあった早雲座で「助六心中紙衣姿」も上演され、これが助

六、揚巻の心中事件の初の劇化であったとされている。 
ii団十郎は、歌舞伎で始めて紅と墨とでメイクを施す隈取をして、大柄な童子格子の衣装に

帯と斧を持ってあらわれ、大江山の場で 大立廻りを演じたことで人気であったとされてい

る。 
iii大奥の年寄江島が山村座の看板役者生島新亓郎と関わっていたということで幕府より摘
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発されたこの事件によって、生島新亓郎や座主であった山村長亓郎は島流しとなり、さら

に山村座は断絶されることになった。この時より江戸の芝居四座は中村座・森田座・市村

座の三座となった大事件であった。 
iv これは御霊信仰の対象として祀られた曽我兄弟の魂を慰めるという意味があった。二

代目団十郎が大当たりした曽我物「傾城嵐曽我」の江戸でも歌舞伎で曽我物が人気をであ

ったため、1709 年正月に、山村座・中村座・市村座の各座が曽我狂言を上演し、いずれも

大当りを取ったことから、江戸各座の正月の歌舞伎は必ず曽我物が演じられるようになっ

た。「曽我祭」というのも開催され、正月の曽我物がロングラン公演で５月まで続演された

とき、曽我兄弟が工藤を討ち取ったとされる 5月 28日に催された。iv 

 
v口上にて、ニラミを行うこと。 
vi マラリアの熱病 
vii 付録３参照 
viii 「金之揮」 著者 近藤清春 画[他] 出版者奥村源六 享保 13刊 
ix二代目団十郎（俳名三升）が父初世団十郎の二十七回忌のために刊行した追善句集で、享

保期を代表する絵入り俳書。挿絵は墨刷で英一蝶の弟子英一蜂が描く。最後の挿絵４図は

初世団十郎（俳名才牛）が春夏秋冬を詠んだ四季の句に合わせて、芭蕉の門弟で漆芸家、

画家としても活躍した小川破笠が描いている。この部分は手彩色と版彩色を併用、彩色刷

版本の最初期の作例である。なお、物故俳優 65人の名なども記されている。 
x 江戸で生んだ紫色の染め物である。京紫に対抗し、江戸紫と名付けたと言われている。 
xi 、悪口を言い合い、勝った方に福がくるという祭り。 
xii  


